
 
ひょうごバイオマス eco モデル登録制度運用 

 
（趣旨） 
第１ この運用は、ひょうごバイオマス eco モデル登録制度実施要領（以下、要領と

いう。）の運用に必要な事項を定めるものとする。 
 
（バイオマスの種類） 
第２ 要領第第２の(1)に規定するバイオマスの種類については、下表のとおりとする。 
 

廃棄物系 
バイオマス 

家畜排せつ物 
下水等汚泥（下水道汚泥、し尿・浄化槽汚泥、集落排水汚泥） 

食品廃棄物 ［産業廃棄物］動植物性残さ、事業系廃食用油 
［一般廃棄物］生ごみ、家庭系廃食用油 

木質系廃棄物（製材端材、建設系廃棄物、剪定枝） 
未利用系 
バイオマス 

農作物非食部（稲わら、もみ殻、麦わら） 
木質系未利用材（間伐材、竹） 

 
（登録の対象） 
第３ 要領第３の(2)に規定するバイオマスの過半が兵庫県内で発生したものである

ことについては、兵庫県外の原材料等を一部使用する場合であっても、兵庫県内の

バイオマス資源の発生地と取組施設との距離と同程度の距離の範囲で発生する県外

のバイオマス資源については、県内で発生したものと同様の扱いとする。 
 

（登録申請書） 
第４ 要領第４第１項の申請書の様式は様式第１号（以下、登録申請書という。）のと

おりとする。 
 
（登録申請書の添付書類） 
第５ 要領第４第２項に定める添付書類の様式は参考様式のとおりとする。なお、参

考様式の項目を満たす既存資料等がある場合は、それを持って参考様式に替えるこ

とができる。 
 
（登録の通知） 
第６ 要領第５第１項の通知は、バイオマスモデルとして登録をしたときは、登録証

（様式第２号）の交付をもってすることができる。 
 
（登録の変更等） 
第７ 要領第６に定める登録内容等の変更の届出の様式は、様式第３号のとおりとす

る。ただし、同じ取組内容であっても、取組の所在を異にした場合、または、同じ

所在地であっても新たな利活用（変換）方法の施設を増設する場合は新規の登録申

請を行うこととする。 
２ 登録後に事業拡大等により、兵庫県内で発生した原材料等の使用率が過半を下回

ることになった場合についても、兵庫県内で発生した原材料等の使用量そのものが、

登録時と同程度で維持されている場合は、登録内容等の変更に該当しないものとす

る。 



 
３ 知事は、登録内容が適切に履行されているか確認するため、毎年度、登録事業者

に対して関係資料の提出を求め、必要に応じて、その取組施設等を調査できるもの

とする。 
 
（書類の提出） 
第８ 要領及びこの運用に基づいて知事に提出あるいは届け出る書類等は、取組を実

施している所在地（取組を実施している所在地が県外の場合にあっては主たる事務

所の所在地）を管轄する県民局（県民センター）農林（水産）振興事務所を経由し

て提出するものとする。 
 
（県の責務） 
第９ 知事は、本登録制度の趣旨を広報するとともに、バイオマスモデルの取組内容

等について県民に対し積極的に情報発信し、理解の醸成と同様の取組の推進を図る

ものとする。 
２ 知事は、前項の広報のほか、バイオマスモデルが事業推進上の課題を発見した場

合等の課題解決等に対し積極的な支援を行うものとする。 
 
（ロゴマークの利用） 
第 10 登録取組の実施主体は、下記の場合に別に定めるロゴマークを利用することが

できるものとする。ただし、ホームページや会社概要などで環境への貢献を広くＰ

Ｒする場合には、登録された取組の内容を明確にするものとする。 

(1) 登録された取組によるリサイクル製品のＰＲや販売をする場合 

(2) 企業等において登録された取組をパンフレット等でＰＲする場合 

 
（附則） 
１ この運用は、平成17年10月６日から施行する。 

２ この運用は、平成18年６月６日から施行する。 

３ この運用は、平成20年９月22日から施行する。 

４ この運用は、平成21年４月１日から施行する。 

５ この運用は、平成25年６月25日から施行する。 

６ この運用は、平成26年６月12日から施行する。 

７ この運用は、令和３年12月６日から施行する。 



 
別記 
 

ひょうごバイオマス eco モデル ロゴマーク 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【色の指定】 ※ＤＩＣ１１版 
葉及び兵庫県並びに兵庫県登録モデル番号の文字：ＤＩＣ３７６ 
茎     ：ＤＩＣ３２０ 
地球    ：ＤＩＣ１８２ 
ｅｃｏの文字：ＤＩＣ５７１ 



 
様式第１号（第４関係） 

                                     ※事務局で記載 

 

ひょうごバイオマス eco モデル登録申請書 

 

令和  年  月  日 
 
 兵庫県知事  様 
 

住   所：               
(ﾌﾘｶﾞﾅ) 

取組主体名：                 
 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 
代表者役職･氏名：             

 
連絡担当者所属                     
フ リ ガ ナ  
担当者氏名  
電話番号  
FAX 番号  
e-mail ｱﾄﾞﾚｽ  

 
下記の取組について、「ひょうごバイオマス eco モデル」の登録を受けたいので、要領第４ 

第１項に基づき申請します。 
 

記 
 
１ 申請取組の概要（既存取組登録 又は 計画登録ともに記載） 

取組の状況(右記から選択) １．既存取組（取組開始年月：平成  年  月） 
２．計画段階（取組開始予定年月：令和  年  月） 

取組を実施（計画）してい

る所在地 
 

取組実施の趣旨 （本取組を行っている事業主体としての考え方を記載） 

 

ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用等事業の取

組（計画）概要 利活用等の主体技術(取組)： 

〔概要〕 

利活用ﾊﾞｲｵﾏｽ等の種類  

※ 受付番号 



 
バイオマスの利活用等状

況 
（単位はｔ，㍑，ｍ３など適切

な単位を付けて下さい。） 

年間利活用等量 
 

うち県内バイオマス

等量＊ 
 
 
（       ） 

県内バイオマス等利

活用率＊ 
 

％ 
（      ％） 

今後の取組の継続性  

 ＊：県内バイオマス等量に、運用第３に該当する県外の原材料等を含む場合は、その量を（ ）書き

で記載すること 

 

２ バイオマス利活用等の取組区分 

該当する区分に○を付け、下の欄に当該区分に該当する理由（考え方）を記載して下さい。 
取組区分 
（要領別

表 1 の区

分 に よ

る） 

１ 原材料 
２ 技術（ ① レベル、② システム ） 
３ 普及 
４ 地域 
５ その他（具体的に：                        ） 

該当理由 
（考え方） 

 

 
 
３ 補助事業等の活用状況 
補助事業等の活用の有無 有  ・  無 

 有の場合 
補助事業等名称： 

補助金等の金額：              千円 
 
 
〔添付資料〕 

１ 参考様式を添付 

なお、参考様式と同程度の内容が分かる資料があれば参考様式に替えることがで

きる。 

２ 申請取組を行う施設、リサイクル製品等の写真 

３ 事業実施のために許認可等を受けている場合は、それを証明する書類の写し 



 
参考様式 
 
１ バイオマス等の利活用状況及び施設の状況等（既存取組登録 又は 計画登録ともに記載） 

製品又はエネルギー等の

年間生産（取扱）量＊  

製品又はエネルギー等の

利用先                  

施設敷地 
面積 ｍ２ 

日最大処理能

力 (原料バイオ

マスベース)＊ 
 

日平均 
処理量＊ 
 

     

施設の概要  

取組全体の

概要 
 

 ＊ 内容に応じた適切な単位で記載下さい。 
 
２ 原材料バイオマスの収集・運搬等（既存取組登録 又は 計画登録ともに記載） 
廃棄物処理業の許可等

の有無 

廃棄物収集・運搬業の許可 ・ あ り（県・市町名：      ） 
・ な し 

廃棄物中間処理業の許可 ・ あ り（ 産業 ・ 一般 ） 
（県・市町名：          ） 

・ な し 
バイオマスの確保方法 
（該当するものを丸で囲む） 

１．原材料として有価で購入 
２．無償で受入 
３．処理費をいただいて受入 
４．その他（                       ） 

バイオマスの回収方法 
（該当するものを丸で囲む） 

１．自社の回収車で有料で回収 
２．自社の回収車で無料で回収 
３．廃棄物収集・運搬業者が回収し搬入 
４．排出者が自ら搬入 
５．その他（                       ） 

回収範囲 
 

（具体的な市町名を記載） 

 
３ 取組実績（既存取組登録のみ） 

取組開始後のバイオマス

等利活用量＊（暦年又は年

度ごとに） 

 

取組開始後の製品又はエ

ネルギー等生産量＊（暦年

又は年度ごとに） 

 

＊ 内容に応じた適切な単位で記載下さい。 

 



 
４ 取組の経済性（既存取組登録のみ） 

（既存取組の場合の経済性、コスト削減効果について記載。） 

 

５ 計画の妥当性及び実現性（計画登録のみ） 

計画実現に向けた取

組体制の整備状況 

 

 

住民の理解の状況、推

進体制構築状況 等 

 

 

製品又はエネルギー

等の利活用（取扱）計

画 

 

  

計画実現性の根拠 

 

 

 

６ その他特記事項 

（取組に至るまでの問題点、苦労した点、また解決策等を記載） 

 
７ 情報公開項目に対する意見 

  本登録申請書の記載内容（連絡担当者所属、担当者氏名、e-mail アドレス等を除く）は原則

公開対象とします。 

  正当な理由により公開を拒否される項目がある場合は下記に記載して下さい。 

項目  

 

理由  



 
様式第２号（第６関係） 
  

ひょうごバイオマス eco モデル 

登  録  証 

登録番号：第＿号 

 ひょうごバイオマス eco モデル登録制度実施要領第５
に基づき、下記の取組を「ひょうごバイオマス eco モデ
ル」として登録したことを証します。 

 

令和  年  月  日 

  

           様 

 

兵庫県知事           印 

 

記 
 

登録取組名称  

取組の所在地  

ﾊﾞｲｵﾏｽ等の種類  

主体技術(取組)  

 

《留意事項》 

 登録取組について、実施要領第６に定める 

事項に変更が生じたときは、登録内容等変更 

届出書（様式第３号）を知事に提出すること 

 

《ロゴマーク》 

登録取組の PR 等を行う場合は、右の 

ロゴマークを利用することができます。 

  

 

ひょうご バイオマス 

e c o 

兵庫県登録モデル第○号 



 
様式第３号（第７関係） 
 

ひょうごバイオマス eco モデル登録制度 
登 録 内 容 変 更 届 

 
令和  年  月  日  

 
兵庫県知事 様 

 
届出者 住所 

                       氏名 
                       登録番号：第＿号 
 
ひょうごバイオマス eco モデル登録制度実施要領第６に基づき、下記のとおり登録事項の変更

を届け出ます。 
 

記 
１ 変更の内容等 

変更の内容 〔次の項目から該当するものに○を付す。〕 
１ 代表者の変更 
２ 利活用の対象バイオマス等の種類の変更（追加、削減を含む） 
３ 登録取組を行うバイオマス利活用等施設の処理能力の増減 
４ 利活用の対象バイオマス等のうち兵庫県内から発生したものが過半を下回

った場合（ただし、利活用の対象バイオマス等量そのものが登録時と同程度で

維持されている場合を除く） 
５ 事業の廃止 
６ その他届出が必要と認められる変更 

（                            ） 
変更内容の

詳細 
 

改善計画 ※変更内容が、３（処理能力の減のみ）及び４に該当する場合に記入 

担当者所属  
担当者職・氏名  
連絡先 TEL（    ）          

FAX（    ） 
E-mail： 

 

 

 



 
２ 情報公開項目に対する意見 

  本変更届出書の記載内容（連絡担当者所属、担当者氏名、e-mail アドレス等を除く）は原則

公開対象とします。 

  正当な理由により公開を拒否される項目がある場合は下記に記載して下さい。 

項目  

理由  

 

     


